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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、パーソナリティの個人差の基盤となる実行系注意機能の働きを明ら
かにすることである。そのために、先行研究に基づいて仮説的なモデルを構築し、それを心理実験、質問紙調
査、ロボットへのモデル実装などの複数の研究アプローチによって検証した。課題要求や刺激などへの反応性の
違いなどの実行系注意機能の個人差が行動として現れ、その個人差を第３者がみた場合に、パーソナリティの違
いとして判断される。　一連の研究から、視線や注意の移動にBig Fiveパーソナリティの異なる特性が関与する
ことが明らかになった。これらの結果を、モデルとしてまとめた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the function of the executive 
attention system, which is the basis of individual differences in personality. To this end, we 
constructed a hypothetical model based on previous research and verified it using multiple research 
approaches, including psychological experiments, questionnaire surveys, and model implementation on 
robots. Individual differences in executive attention functions, such as differences in reactivity 
to task demands and stimuli, manifest themselves in behavior, and when viewed by others, these 
individual differences are judged as differences in personality. A series of studies has revealed 
that different Big Five personality traits are differently involved in shifting gaze and attention. 
These results were summarized as a model.

研究分野：認知心理学

キーワード： 注意機能　実行機能　パーソナリティ　ロボット
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで、認知機能、とくに実行系注意機能の個人差を系統的に調べた研究は皆無であった。本研究は、脳神経
系の働きの個人差が実行系注意機能の個人差を生じさせ、それが行動として現れたものが、パーソナリティとし
て認識されるというフレームワークを提案した。その元で、仮説的モデルを構築し、心理実験や質問紙調査のみ
ならず、ロボットにモデルを実装して行動を生成させ、そのパーソナリティを評価するという構成論的な研究手
法も取り入れてモデルの検証を行った。その結果、実行系注意機能の個人差をパーソナリティの関係から明らか
にすることができた。また、構成論的アプローチの有効性を示すこともできた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 人間の行動に現れる個人差の一つの要因として認知機能の個人差が考えられている。本研究
では、認知機能の中でも、外界からの情報選択や行動選択、行動の実行に関わる認知機能である
実行系注意機能に着目した。図１は、認知機能とパーソナリティ、行動との関係、さらには、そ
の基盤となる脳神経系の働きの関係を示したものである。遺伝的要因、ならびに環境要因によっ
て、脳の神経伝達物質の代謝や脳機能ネットワークの働きに個人差が生じ、それがさまざまな認
知機能に影響を及ぼす。認知機能の中でも、外界からの情報の選択やその処理、判断、行動の選
択と実行に関わるのは実行系注意機能である。実行系注意機能は、実験室においても、それを計
測するための課題でその働きを調べることが可能である。また、実際の日常的な行動においても、
実行系注意機能の個人差は行動の個人差として現れる。日常生活場面における行動の個人差、あ
るいは、そのもととなる心理特性の個人差を記述するために、さまざまな語彙が生み出されてき
た。語彙から認識される個人の自覚的な反応を因子分析によって分析し、その因子構造を抽出す
ると、言語や文化によらず一貫して５つの因子が再現性高く得られることから、人間のパーソナ
リティを５因子で説明するモデル(Big Five model)が一般的に受け入れられている。現時点では、
パーソナリティとは、心理特性を表現する語彙に対する自己の自覚的な反応や、他者からみた評
価（パーソナリティ知覚）の得点によ
って記述されたものが「正解」とみな
すのが一般的である。本研究でも、パ
ーソナリティ質問紙への回答を得点
化したものを個人のパーソナリティ
プロフィールとみなす。 
 本研究では、図１に示された、パー
ソナリティの自己認識や他者知覚の
起源となる実行系注意機能に着目
し、実行系注意機能と行動（眼球運動
など）とパーソナリティとの関係を、
従来の心理学で用いられてきた心理
実験や質問紙調査にくわえてロボ
ティックスの手法を取り入れて検
討した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、パーソナリティの個人差の基盤となる実行系注意機能の働きを明らかにす
ることである。そのために、先行研究に基づいて仮説的なモデルを構築し、それをさまざまな研
究アプローチによって検証した。まず、先行研究の知見を総合し、仮説的モデルを構築した。図
５に、本研究の結果に基づいて修正したモデルを示す。ここでは行動として、主に、顕在的な注
意移動（眼球運動）と潜在的な注意移動（先行手がかり効果）を対象とした。このモデルでは、
視線、あるいは注意の焦点（以下、それらをまとめて注意と記述）は正面方向を見続けるという
状態と正面方向から逸脱するという状態が拮抗的に作用すると考える。注意が正面から逸脱す
るという状態は、正面方向を維持するという働きの低下によっても生じるし、逸脱方向に誘導す
る働きの増大によっても生じる。また、パーソナリティと視線行動の関係を調べた先行研究から、
左右方向の視線移動と下方向の視線移動には異なるパーソナリティが関与することが報告され
ている(Libby & Yaklevich, 1973)。そこでここでもそれらを区別することにした。また、注意移
動には刺激駆動で働くボトムアップのコントロールと、課題の目的などのゴールによって働く
トップダウンのコントロールが関与することが知られている(Corbetta & Shulman, 2002)。本
モデルにもそのような側面を取り入れた。ボトムアップのコントロールは、外界の刺激の変化の
ほか、例えば、相手の視線が存在しているといった注意をキャプチャする刺激の存在にも応答し
て作用する。このような刺激への感受性に対する脳機能の違いが、ボトムアップシグナルへの感
受性を変化させる。その結果として、そのような脳機能の違いに起因するパーソナリティの違い
が行動から知覚されることになる。一方、トップダウンコントロールは、相手の意図を理解する
など、その時々の課題の要求に応じて変化するが、このような意図を形成するかどうかなども脳
機能の違いとして現れる。これらが、行動を通してパーソナリティの違いとして知覚されると考
えられる。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、上記の目的を達成するために従来の認知心理学的な実験（１）に加えて、ロボッ
トやアバターに行動を実装し、それを刺激として用いた実験（２）、さらには、web 調査を用い
て研究（３）を実施した。それらに基づいて、最終的にモデルを修正した（４）。 
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図１ 実行系注意機能の個人差、行動の個人差とパー
ソナリティの関係を理解するためのフレームワーク
（黄色は本研究で対象とした要素） 



４．研究成果 
（１）実行系注意機能制御とパーソナリティの関係 
 この研究では、注意制御課題として共同注意課題を用い、個人の課題成績とパーソナリティの
関係を調べた。72 名（うち、女性 36 名）の実験参加者が視線方向を用いた先行手がかり課題
(Friesen & Kingstone, 1998)を行った（図２）。手がかりの有効性は 50％であった。手がかり
とターゲットの間の SOA は、100, 300, 700ms で、ブロック内でランダムに提示された。また、
実験参加者は実験実施後にパーソナリティ質問紙に回答した。先行研究から、視線手がかりに対
する注意の制御には性差があることが報告されているため、性別を要因に入れて解析を行った。
さらに、先行手がかり効果が、ターゲットに対する反応時間を、性別、SOA、手がかりの有効性
を要因とした３要因の分散分析で解析したところ、SOA の主効果と手がかりの有効性の主効果の
みが有意であった。つまり、性別や SOA に関係なく先行手がかり効果が認められた。先行手がか
り効果における性差は認められなかったが、パーソナリティスコアとの相関の解析においては、
性差が認められた。女性において SOA が 300ms の時に、外向性、開放性のスコアと先行手がかり
効果の間に有意な相関（それぞれ、r=.362, r=.473、ただし第１ブロックのみ）が認められた。
また、男性では SOA が 700ms の時に、外向性スコアとの間に負の相関（r=-.437）が認められた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 女性に見られた外向性が高いほど先行手
がかり効果が大きくなるという結果は、仮
説である、外向性が対人モチベーションを
喚起し、他者の視線によって自己の注意制
御が促進されるという本研究の仮説モデル
を支持する結果である。女性で見られた開
放性と先行手がかり効果の間の正の相関に
ついては対人興味が注意の移動を促進する
という仮説モデルと一致する。一方、男性で
見られた外向性と先行手がかり効果の間の
負の相関に関しては、仮説的なモデルとは
一致せず、更なる検討が必要である。 
 
 
 
（２）眼球運動から知覚される他者のパーソナリティ 
  ソーシャルロボット（CommU）を用い、仮説モデルからに従って下方向および左右方向の眼球
運動を生成した。実験参加者は、眼球運動をしながら短いメッセージを発するロボットの動画を
観察し、そこから知覚されるパーソナリティについてパーソナリティ質問紙を用いて回答した。
視線移動方向 3種類（左右、真下、下方向±45 度）と視線の逸脱率 3種類(20%, 50%, 80%)の組
み合わせで、９種類の視線移動をロボットに実装した。これらを動画に撮影し、クラウドソーシ
ングを通じて実験参加者に提示した。実験の結果、真下と下方向は類似の結果を示した（以下で
は、両者をあわせて下方向と記載）。まず、外向性と協調性は下方向の視線逸脱頻度が増えるに
従いスコアが低下したが、勤勉性のスコアは上昇した。左右方向は神経症傾向のみが影響し、逸
脱率にともなって神経症傾向のスコアが増加した。 
 
（３）非言語的行動とパーソナリティの関係 
 この研究では、仮説的モデルからの予測されるパーソナリティと行動との関係が、実際の日常
生活の場面でもみられるかを質問紙調査（N=1260）により検証した。この調査は２つのセクショ

図２ 実験刺激の例 図３ 先行手がかり効果(GCE) 

図 4 外向性スコアと先行手がかり効果の関係 



ンからなっていた。セクション１では、他者の非言語的な行動とパーソナリティに関する社会的
知識を調べた。具体的には、回答者は、非言語的行動４０項目について、そのような行動をとる
人は Big five の５因子それぞれにどの程度当てはまるかを評価した。その結果、パーソナリテ
ィタイプ研究で報告される Resilient type、すなわち、外向性、協調性、勤勉性、経験への開
放性が高く、神経症傾向が低いと判断されるような行動項目として 8種類が特定できた。その中
には、頻繁で長いアイコンタクト時間などの、眼球運動に関連した行動も含まれていた。また、
Anti-resilient と呼ばれる、外向性、協調性、勤勉性、経験への開放性が低く、神経症傾向が高
いと判断されるような行動項目が１６項目特定された。これらには、頻繁な視線移動、低頻度で
短時間のアイコンタクトなどの眼球運動に関連した行動も含まれていた。 
セクション２では 23 の非言語行動について、自らがどの程度、それぞれの行動をとる傾向が
あるかに回答した。また、同時に自らのパーソナリティを質問紙で回答した。非言語行動につい
て、因子分析を行ったところ、個人の非言語的行動は４つの因子に分かれることが明らかになっ
た（表１）。第１因子は対人行動、第２因子は迅速で正確な行動、第３因子は神経質で不誠実な
行動、第４因子は丁寧な行動と命名された。それぞれの因子得点はパーソナリティスコアとも異
なる相関を示した（表２）。例えば、アイコンタクトの長さは他の対人関係に関連する行動と同
じ因子に含まれ、それらは外向性、協調性と高い相関を示した。これは、外向性や協調性が視線
方向維持に関わると想定する仮説的モデルとも一致する。また、頻繁な視線移動は、神経質で不
誠実な印象を与える行動と同じ因子に含まれ、それらの因子得点は、神経症傾向と正の相関、勤
勉性と負の相関を示した。勤勉性が頻繁な視線移動に抑制的に働くという結果は、仮説的モデル
に一致する。これらの結果から、日常行動に関する知識や自己認識においてもパーソナリティと
眼球運動の関連が明らかとなった。また、本研究の結果は、眼球運動以外の非言語的行動に関し
ても、実行系注意機能、あるいはパーソナリティの関与を示唆する。 
 
表１ 自己の行動傾向の因子分析結果 

 
 
（４）パーソナリティと眼球運動との関連のモデル化 
 本研究で得られた結果をまとめると図５のようになる。注意を正面方向に維持し、相手とアイ
コンタクトを保つ行動には、外向性、協調性、勤勉性が関与する。これらは相手に対して失礼に
はならない態度を取ろうとする個人の特性や、相手にたいして関心を抱き、また社交的に振る舞
おうとする個人特性がトップダウンコントロールとして関与していると考えられる。一方、注意
や視線を移動する傾向には、トップダウンとボトムアップのコントロールが働くと考えられる。
好奇心などの経験への開放性に関与する個人特性は、さまざまな方向への視線の移動を誘発す



るし、相手をジロジロ見ないとい
うような謙虚さや丁寧さの勤勉
性に関連する個人特性は、した
方向への注意の移動を促す。ま
た、刺激変化や他者の視線など
の顕著性の信号への敏感さ外向
性と関連し、顕著性の高い信号
への注意の移動を促す。一方、他
者からのアイコンタクトの信号
は、外向性、協調性に関連する機
能を亢進し、視線の移動を抑制
する。さらには、不安傾向は注意
方向の不安定さを生じさせ、神経症傾向との関連が想定される。 
 このように本研究では注意の制御の側面とパーソナリティの関係を整理することができた。
一方で、その背後にある脳機能との関連に関しては、今研究のスコープ外であった。今後は、脳
機能の関連についても研究を進める必要がある。 
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表２ 因子得点とパーソナリティスコアの相関 
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